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≪研究ノート≫
アメリカ･インディアンの
民話のうちにみられる祭儀的要素
-通過儀礼の場合-
萩　原　　　力
いかなる形態の社会にあっても,ある個人の人生は,ある年代から他の
年代へ,ある種の作業から他の種の作業に移る場合,一種の(通過)によっ
てなり立っていると考えられる｡
未開の民族の間では,このような行為はすべて,儀式あるいは儀式めい
た行為によっておこなわれるのが常である｡
人間の一生には始めから終りにいたる一連の段階,誕生･社会的思春
期･結婚･父親または母親になること,社会的地位･死の各段階を通って
いく｡
自然に目を向けても,同じような現象がみられる｡すなわち,宇宙にお
いても,各段階,前進･休止･中断といった現象がみられる｡
月の移行,太陽の運行など,天体の運行はまさにその例といえる｡
筆者は今,これらの行為及び現象を,いわば,儀式またはそれに類似す
るものと思われる行為の存在理由とその母体を分析できれば,きわめて興
味ある研究になろうと想定する｡
そこで万物の成長･衰退の過程として,いくつかの段階-出産･思春
期･結婚･妊娠･死-を想定し,そのうちにみられる基底的連鎖のパ
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ターン,すなわち,分離･移行･合体,に焦点を絞り論ずるl'｡
まず,北米ニューメキシコのヅ一二ュイ族の創造神話から始める｡
創造神,アウオナウイロナ(すべての父の父)は,まず,すべて自分の
内でものを考え,外の空間へ考えたものを出す,と言われていた｡彼は最
初,自分を太陽の形にする｡次に,自分の肉体からその一部を取り出し,
それを大海原にひたす｡すると海原の水は緑色となり,その上に泡が生
じ,大地と天空が誕生する｡以上,これはヅ-ニユイ族の創造神話であ
る｡この神話を通じ興味深いことは,話の中の双生児が大海原の上で交わ
ると,地上の生命である人間･動物の誕生をもたらす｡他方,母なる大地
は,後に,すべての国の山々,雲,雨を創造し,父なる天空に星をつくる
ということである｡
かかる原始的思考は,われわれの理性による因果関係を求めることはな
い｡任意の出来事が原始的思考の一般の原理と関連し,それが誕生の原因
とみなされる｡すなわち,自らの肉を切るという行為は,通常,妊娠と出
産の儀式のうちにみられる分離儀礼にあたる行為といえそうだ｡そしてこ
の肉体の一部を大海原にしみこませると泡が生じてくる｡これはいわば,
移行の儀礼にあたるものといえそうだ｡いうまでもなく,大地と天空の交
わりによる地上の生命の誕生は,合体の儀礼にあたる｡
ところで,次に紹介するカリフォルニア地域のマイドゥ族の神話は,南
西地域の神話とかなり異にしている｡
はじめ,彼らには太陽も月も星もなかった｡周囲一面,まっ暗闇で,あ
るものは水のみであった｡水の上をいかだに乗り,二人の人-海がめと
神秘社会の父-がやってくる｡その時,一本のロープが下ろされ,それ
を伝わって地球創造主が降りてくる｡その時,海がめは,彼に陸地を造っ
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てくれるよう,要請する｡
これを聞いた創造主は,土を手に入れるよう示唆する｡すると海がめは
早速,水中から土を取ってくる｡創造主は,この土を手にとり丸め,いか
だの後方に置く｡するとその土は世界と同じくらいの大きさとなり,その
結果,いかだは浅瀬に乗りあげ,周囲四面,山となる｡次に,海がめは,
創造主に光を作ってくれるよう要請する｡創造主は彼に応え,太陽を,そ
して月をと創造し,更に, 7-キムッアと呼ばれる木をもたらす｡そこ
で,地球創造主･海がめ･神秘的な社会の父は,その木陰に二日間すわ
る｡やがて,創造主は,空中から鳥を呼び寄せ,動物を造る｡それからし
ばらく後,創造主がコヨ-テにむかい,人間を造ると宣言する｡彼は黒と
赤い土をとり,二つの人形を造る｡ひとつは男性,もうひとつは女性を｡
創造主は彼ら二人を家の中に置き,仰向けにして休ませる｡朝起きると,
男女とも起きあがっていた｡男はクークス-と呼ばれ,女は明けの星と呼
ばれた｡
この州の多くの部族の問にみられる共通した特徴は,ある文化英雄(こ
こでは,神秘社会の父)が,人間の形であれ,動物の形であれ,一人,ま
たは仲間と,舟やいかだの上で原始の海を漂っている｡これは一体,何を
意味するのであろうか｡恐らく,一般的な世俗な世界,または不浄な領域
としての以前の世界からの分離をはかろうとしている行為と考えられる｡
そして文化英雄あるいは創造主が動物たちに水中にもぐり,土を取ってく
るように命じ,この土をもって大地創造をもたらすという話は,一種の
(移行儀礼)的な要素と考えられぬだろうか｡
カリフォルニア地域で殊に目につくモチーフとして,火,光,太陽のよ
うなものを盗むモチーフがみられるが,この(盗む)という行為そのもの
は,ある場所から他の場所へ,あるもの(対象物)を移行するという意味
で, (移行儀礼)にあたる行為と解釈できる｡
7-キムッアと呼ばれる木陰に,地球創造者,海がめ,神秘社会の父,
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三者が二日間すわったということは何を意味するのであろうか｡もうひと
つの興味ある行為である｡どうやらこの行為は,よそ人を合体させること
を意図した行為といえそうだ｡つまり,創造主と海がめ,神秘社会の父,
これら三者が共に,新しく創造された世界のもとでの合体を意味する行為
-合体儀礼-と解釈される｡
このように三者がある期間,ともにすわるという行為は,折々,共食と
いう形によって代行されるものである｡この場合,文化英雄(神秘な社会
の父),海がめは(よそ人),つまり, (イニシュートされていない者)と
想定され,そのよそ人を受け入れる儀式が, 7-キムッアという木の下
で,創造主とともにすわるという行為となって演じられているのである｡
民族によっては,これらの行為は, (共同家屋), (共同小屋)においてお
こなわれている｡
次に,エスキモー族の創造神話の場合を取りあげる｡彼らの場合,その
形態がきわめて単純であるところにその特徴がみられる｡
｢美しい娘セドナー｣の話を紹介する｡
この話では,美しい娘セドナーは求婚者を次々と断るが,ついに-羽の
フルワかもめに誘われ,結婚する｡かの女は鳥の国に連れていかれ,人間
生活とは異なった生活をいとなむ｡やがてかの女は鳥の姿の子を生む｡し
かし,次第次第に,このような生活になじめなくなっていく｡折しも父親
が海を越え,助けにやってくる｡ -･-帰路,嵐のため二人は重大な危機に
直面する｡結局,父親は娘を熔祭として海へ投げ入れる｡娘は必死に舟に
すがるが,父はその指を切り落とす｡するとそれは種々の魚と化し,セド
ナーは海底の女神となる｡
この話の場合,下界の女王セドナーの鳥の国への旅立ちは,下界からの
分離を意味し,この行為はかの女にとって,一時的な単一性の獲得でもあ
り,それはまさしく同族からの　く分離儀礼)にあたると考えられる｡そし
てその国で鳥の子まで生んだセドナーの行為は,新しい環境への合体,す
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なわち, (合体儀礼)であり,やがて,下界と違った世界に幻滅を感じ,
その国を去ることになるが,この行為は異なった環境からの分離を意味す
るものである｡結局,父親の助力によってもとの社会への帰還をこころみ
るが,嵐により,もとの社会への合体をはたすことはできぬ｡
一般に(合体儀礼)は,免罪権の儀礼と深くかかわっており,未開の部
族の間では,その際,乱暴な行為がなされる場合が多い｡このお話の場
令,嵐におそわれ,それをおさめるための手段として,父親による人身御
供とされているが,この行為は乱暴な行為の一撃の形態といえそうだ｡
さて,アメリカ･インディアンの創造神話の場合,創造主および宇宙な
どの創造に関し,その内容はきわめて断片的であり,かつ,貧弱なものが
数多くみられる｡
しかし,原始の世界の父母に関する説話,つまり,天は人類の父,地は
人類の母といった概念をはじめ,大地をその背に背負う亀に関する話,創
造主が広大な原始の海に舟で乗り出し,動物たちに命じ,水中の土を取り
に送り出し,その土で大地を創造する話,又,太陽,光,火,水などを盗
みだすという盗み話にいたるまで,それらの話のなかに共通した神話パ
ターンがみられる｡それは個人の場合であれ,集団の場合であれ,創造神
話のなかに一連の(通過),すなわち,ある状態から別の状態への通過が
みられる｡それは一個の人間の一生が,一様に,始まりから終りをともな
う一連の段階をふむのと同様に,各々の段階の継続性がみられる｡
一見すると断片的で,かつ,貧弱と思われる神話のうちに,かなり鮮明
に,分離･移行･合体といった共通のパターンがみられる｡
それは自己の所属している世界からの一連の分離行為,そしてやがて,
新しい環境への一連の合体行為として,いわば,一種の(通過儀礼)がな
されているのである｡
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次に,異常誕生の神話にふれる｡
異常誕生の神話は,世界の神話のなかで,かなり広範にわたり伝播して
いるモチーフのひとつである｡いわば原始的なものから,キリスト教を含
む後期にいたるあらゆる神話のうちにみられるモチーフである｡
ところで,アメリカ･インディアンの場合,英雄の神秘的出生の話は,
北米大陸全土にわたり,きわめてひろくみられる｡
因に, ｢雨による妊娠｣をはじめ, ｢食べることによるもの｣, ｢男との何
気ない接触によるもの｣, ｢大地から掘り起こされるもの｣, ｢水差しのなか
に生れた子供｣, ｢足の棟娘｣, ｢傷からの出生｣, ｢涙からの出生｣, ｢身体の
分泌物からの出生｣, ｢鼻汁からの出生｣など枚挙にいとまがない2)｡
先ず,太陽が聾に難題を与えた話｢太陽,聾を試す｣に言及する｡
ある酋長夫婦の妻が川からサケを捕らえてくる｡それを切り開くと,中
に小さな男の子が入っている｡そこでその子を養子にする｡ところで,か
の女にはすでに子供が一人おり,まだ揺寵に入っていた｡かの女はそれぞ
れの子に乳をあたえ,育てる｡
二人の子はやがて少年となり,冒険にでかける｡二人はある家の前を通
過し,その折,戸口をのぞくと美しい娘が家内にすわっている｡若者はこ
の娘に恋する｡ところで,二人は更に旅をしっづけることになるが,とあ
る家に入ることになる｡その時,サケの子が若者に忠告する｡この家の扉
は入っていく者に岐みつくから,自分の真似をするようにと,二人は無
辛,家の中に入る｡中には沢山の人が集っており,彼らを招いてすわれと
いう｡彼らは若者にサケをごちそうする｡しかし,食べおわった後,サケ
の腸や骨は川へ投げ込むように言われる｡それは食べたサケを蘇生させる
ためである｡
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しばらくして,若者はサケの弟に,最初に家の中にいた美しい娘と結婚
したいという｡そのことを早速,サケの子がその娘に話す｡娘は,自分と
結婚する人は,必ず,死ななくてはならぬことを話す｡実はその女は木イ
チゴ鳥なのである｡結局,二人は結ばれ,男の子と女の子が生まれる｡女
の子は,春のサケの娘と呼ばれる｡時が経つ｡やがて,娘の父はあの若者
を種族の人たちのもと-帰してやろうと言う｡彼は村人全員を集める｡翌
朝,若者は春のサケのカヌーに乗り, jIはさかのぼる｡若者の村の少し下
流で,カヌーをつなぐ｡それから村びとがサケのやなを掛け終わったかど
うかを知るため,上流-使者を出す｡
やなが掛け終わったという情報により,若者と妻が送り出される｡
サケのやなを見張っていた村の番人は,二尾の美しいサケがわなに掛か
るのを見つける｡
番人はたくさんの魚がわなにかかり,いっぱいになると,それを引き上
げ,次々と魚の頭を切って料理する｡しかし,運よく,二尾のサケは難を
逃れる｡
夜のあいだに,若者と妻は人間の姿に戻る｡
若者は父の家に戻り,父に,自分は昨日,捕えられた魚であること,そ
して,自分がサケの国で暮らしていたこと,また,サケ族を少し下流につ
れてきたことなどを話す｡更に,母にむかい,人びとが魚を食べるのをサ
ケ族は喜んでいること,そして,サケを料理するときは,骨を絶対に折ら
ず,とっておいて水の中-投げ込むように,とつけくわえる｡
人々は言われたとおり骨を水の中へ投げ込むと,サケは生き返り,肉を
あとへ残して自分の国へ帰っていく｡
ところで,二度蘇生した若者は,次に,天界にのぼることを考える｡そ
のため,まず,ワシを捕えることを考える｡彼はわなのついた長い竿を用
い,サケの餌でワシをおぴきよせる｡このような方法をつかいワシを捕え
ると,若者は,むく毛をむしり取り,むしろに敷き,その上に横になる｡
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やがて,羽根をつけた若者は,太陽へ向かって飛び立つ｡天にのぼった若
者は,太陽の家をみつける｡その場所で彼は人間の姿となり,家の中をの
ぞく｡
中に老婆の姿がみえる｡かの女は彼に気づくと,悪い男たちが害を与え
るから気をつけるようにと警告する｡そしてかの女は冷たい風の入ってい
る袋を若者に与える｡そこには北風がはいっており,それを用いると,太
陽の炎熱から逃れられるものである｡やがて,老婆の警告どおり,彼は悪
い男である太陽につかまり,地下室に閉じ込められ,周囲から焚火攻めに
あう｡しかし,若者は北風の力で難を逃れる｡悪い男の太陽は満足でき
ず,次の試練をくわだてる｡太陽は四人の娘たちを山羊の姿に変身させ,
その若者を山羊狩りに誘い込む｡若者には弓矢が与えられる｡しかしその
先が石炭でできている鈍い矢尻のため,それによって山羊を殺すことがで
きず,逆に,怒りくるった山羊たちに崖から突き落とされる｡しかし,落
下の途中,若者は羽毛のマリに姿を変え,太陽の家に戻り,自分の矢を
もって,山羊たちを殺す｡殺した証拠として,山羊の足を切り,それを太
陽のもとに持っていく｡すると太陽は娘たちの五体を集め,元通りにす
る｡そして娘たちを川の中に投げ込み,蘇生させる｡ここで太陽は,若者
がその娘のうちの二人と結婚することを認めるが,更に次の試練を与え
る｡
太陽は,若者をサケ取りのやなのところ-連れていき,やなをあげるよ
うに命ずる｡その時,太陽は若者を川のなかへ突き落とす｡若者はサケに
姿を変え,その場を逃れる｡翌日,太陽は若者に燃料を作るため,まきわ
りに行こうという｡カヌーを浮かべ,河口の泥の中に点在する沈み木をえ
らぴ,それを割りはじめる｡
その時,太陽は故意に,ハンマーを落とす｡
ハンマーをとりに若者が水中に飛び込むと,太陽は水を凍らせる｡しか
し,若者は魚に姿を変え,割れ目から現われ,ハンマーをもって太陽の家
アメリカ･インディアンの民話のうちにみられる祭儀的要素　　251
に行く｡そして太陽にむかい｢もう私を殺すことをあきらめろ｡二度と殺
そうとしたら,私がおまえを殺してやる｡私は普通の人間とは違うことが
わかったかい｡私を征服することはできないよ｣と宣言する｡
太陽は何とも答えない｡
さてこの話を通じ,一体何を語っているのであろうか｡
この話に通底する要素は,まさしく異常誕生のモティーフで,分離･移
行･合体といった一連の行為がきわめて顕著にみられる3)｡
まず,出生した子供は,以前の環境から分離されねばならぬ｡その環境
とは,母親(サケ)ともいえるし,母親の住んでいた環境ともいえる｡や
がて少年となり,冒険に出かける行為とは,まさに環境からの分離を求め
る行為である｡この場合, (分離)とは,個人的な意味の分離のみでなく,
集団的な意味の分離をも意味する｡
殊に,若者がある家の中に入るが,その際,岐みつく扉を通過する行為
がみられる｡これは,今迄,属していた社会からの分離儀礼にあたり,ま
たは,別社会への合体儀礼にあたる｡家の中に入ると,沢山の人々から歓
迎され,サケをごちそうになる｡このサケを食し,その骨と腸をJHへ戻す
とサケが蘇生するという話は,きわめて意味のある話と思われる｡
魚を食べることにより死者を再びもとの姿にもどすという考えは,よみ
がえりをはかるためトーテム祖先を食べる儀礼と呼応している｡すなわ
ち,未開社会の部族の間で,子供の誕生をもたらす目的で,現実に,魚が
食されていることを知ると,これらの行為はある種の移行儀礼にあたるも
のだということが判明する｡
ところで,やがて,若者が例の美しい娘と結婚したいと申し出た際,娘
は,自分との結婚は, (死)を通過しなくてはならぬと示唆する｡それは
浄化の儀礼と呼ばれる多様な形態の儀礼と関連しているものと考えられそ
うだ｡すなわち,異国者との結婚はタブーと考えられているため,この夕
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ブ-を除去するための積極的儀礼としての(死)が想定される｡恐らく守
護霊を定着させたり,将来の安全を獲得したりするための儀礼で,これを
通過し,はじめて,合体儀礼(結婚)の成立がみられるのであろう｡
次に, (食べる)という行為のうちにみられる移行儀礼に加え,もうひ
とつの意味(合体儀礼)の意味に関しふれる｡
サケ族は人々が魚を食べるのを喜ぶという話は,北米アメリカ･イン
ディアンおよびその親族部族ではよく耳にすることである｡それは(食べ
る)という行為のうちに(合体儀礼)の意味をみいだしているといわれて
いる｡
次に,葬儀に関する儀礼を検討してみよう｡
地下界への訪問説話は,アメリカ･インディアンの間ではあまり多くみ
られぬ｡だが,地下界(冥界) -の訪問がおもなモチーフとなっている一
連の説話として,オルフェウス説話がその典型的なものであろう｡
早速,チェロキー族の｢オルフェウス｣をとりあげ,検討する｡
太陽は大空の彼方に住んでいる｡その娘は空中真申,地球の真申に住ん
でいる｡そこで,毎日,太陽は空のアーチ門を西-のぼりながら,娘の家
に足を止め,食事をする｡
ところで,太陽は地球の人々を憎んでいた｡
その理由は,地球の人々は自分の顔をみるとかならず顔をしかめること
によった｡そこで太陽は憎い地球の人々に熱風をかけ,皆殺しにとりかか
る｡弱りはてた人々は,小人族に助けを求める｡小人族は薬を作り,二人
の男をヘビとマムシに変え,太陽がやってきたら岐みつくようにはかる｡
しかし,現実となると,両者とも目がくらみ,目的を果たすことができ
ぬ｡人々は再度,小人族を尋ねる｡
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小人族はまたもや薬を作り，ひとりを大きなウクテナ，もうひとりをガ
ラガラ蛇に変えるo
ところで，太陽の娘が母をさがそうと戸を聞いた時，ガラガラ蛇は娘に
唆みつき，殺してしまう D 娘の死に接した太陽は嘆き悲しみ，家の中に幽
閉する。そのため世界は一面，聞となる D 弱り果てた人々は，再度，小人
族のもとに行き相談する。小人族は太陽に姿を現わしてもらうため，黄泉
の国，ウスンヒイの亡霊の国，ツスギナイから娘を連れもどきなくてはな
らぬという o 小人族は，そこへ向かう使者 7人を選び，各人に手の巾の
長さのシャクナゲの杖と箱をもってでかけるよう，指示する。そして7人
の使者に次のように言う o rツスギナイへ着くと，亡霊たちはダンスをし
ている D そこでおどりの輸の外に立ち，あの娘が踊りながら通ったら，そ
の杖で打ち倒し，箱に入れ，母親のもとに連れ帰りなさい」と D
彼らの言われたとおり，箱に娘を入れ，家路をたどる。その問，娘は息
を吹き返し，箱から出してくれと何回か嘆願する。しかし，使者には，か
ねがね，箱を開けぬように言われている。だが，家のすぐ近くで，息苦し
く死にそうだという声に，空気を入れるため，ふたを上げる，と同時に，
ばたばたという音とともに，何かが茂みの中へ入った。それはー羽のウソ
だ、った。男たちはふたを閉め，部落に着き，箱を開けると，中はからだっ
た。
葬儀に関する儀礼といえば，分離儀礼がもっとも大きな比重を占めるよ
うに思われるが，分離儀礼の要素は意外に少ない。寧ろ，移行儀礼が顕著
にみとめられ，その構成も仔細にわたっている。しかし，何にもまして，
死者を死者の世界へ合体させる儀礼がもっとも重要視されるのがつねであ
るD
この物語でまず気づくことは，イニシエートされる娘が，特別の家(空
の真ん中)に隔離されているということである。娘は，父親・母親から引
き離された小屋に住んでいる。娘の世界は，父親の住む大空の向こう側で
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も,母親の住む世界でもない｡次に,娘は小人族のたくらみにかかり,ガ
ラガラ蛇により,殺される｡この死は意味ある死といえそうだ｡
イニシュートされるものは,通例,死者とみなされ,ある期間,死んだ
ままの状態でいると考えられているからである｡それはおそらく,娘のい
ままでの生活についての記憶を喪失させる目的のようだ｡すなわち,イニ
シュートされる娘の死は,通過儀礼のひとつと考えられる｡今や,かの女
は,以前の環境においては死んだものとされ,新たな環境へ合体させられ
るための準備期間に入っているのである｡したがって,イニシエートされ
る者は,実際,死んでしまっているのではない｡この物語においても,娘
は再び息をふきかえす｡こうした殺害･死･復活は,儀式の重要な場面,
場面において,かならず起こりうる｡
次に,太陽の行為に注目してみよう｡娘の死により,彼は家の中に幽閉
する｡この行為は,近親者の死をいたむ太陽が喪に服したわけで,聖なる
ものであれ,死という不浄の状態におかれた者を,一般社会から隔絶する
ための分離儀礼にあたる｡喪に服している間,太陽の社会生活はまったく
中断される｡その結果,世界は暗黒におちいる｡喪は実際は生き残った者
(太陽)の為の移行期間で,かれはその期間に分離儀礼を通して入り,一
般社会の生活への再統合の儀礼により,そこからの出離がみられる｡
ところで,黄泉の国,ウスンヒイの亡霊の国,ツスギナイから娘を連れ
もどすため, 7人の使者が選ばれる｡ツスギナイでは,亡霊たちがダンス
をしている｡このダンスに娘が加わっていることは,娘の死者の国との合
体を意味する行為(合体儀礼)と考えられる｡その黄泉の国から死者を連
れもどすため,娘にたいし,苔打ちの行為がなされる｡この行為は,死者
を死の世界から分離せしめる具体的儀礼であろう｡そして,苔打ちによる
儀礼を通過した娘は,箱に入れられ,母親のもとに運ばれる｡この(運搬)
という行為は,ひとつの自主性をもった移行期間と考えられ,各段階を通
過するためになされる諸々の儀式のなかで,普遍的におこなわれている行
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為である｡それはある期間,他に触れてはならぬことを意味し,一種の移
行儀礼と思われる｡このようにして運ばれている人間は, ｢生｣の国にも
黄泉の国にも属していないことを示し,あるいは,どちらかに属している
のであろうが, ｢生｣の世界への合体が完全におこなわれるようにするた
めになされる準備期間と思われる｡
以上,これらの儀式を要約すると,次のような過程がみられる｡
先ず,イニシュートされるものは,以前の環境から,分離･隔絶され
る｡かの女はひとたび｢死｣を経過し,新たな環境へと合体される｡次に,
移行期間がくる｡かの女は試練の期間中は死んだものとみなされているた
め,ある場所からの出入を許されぬ｡その後,以前の環境への再統合の儀
礼がみられる｡いいかえると,一般的なイニシエーションのうちにみられ
る通過儀礼,すなわち,一般的環境からの分離儀礼にはじまり,聖なる環
境への合体儀礼,移行へと続き,次に,地域的な聖なる環境からの分離儀
礼,そして最後に,一般的環境-の再統合の儀礼にあたるものがみられ
る｡その際,イニシュートされるものは,俗の世界で死に,冥界を通過し,
聖の世界で再生するのが常である｡また,この聖なる世界を通過したこと
は,イニシエーションを受けたものに呪術的特質を付与されるのが常のよ
うである｡事実,この物語でも,娘は,ウソとなって飛び立ってしまって
いる｡
次に,結婚儀礼をとりあげる｡
結婚するという事を考えてみると,時間的,空間的移行を経過するとい
うことを意味する｡すなわち,前者の場合,幼年期または青年期から成人
へ,後者の場合,ある家族から他の別の家族-,そして,折々,ある共同
体から他の共同体へと移ることを意味する｡
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ある環境からの一個の人間または動物の分裂は,出離した個人をもった
環境を弱め,移行された環境を強めるのがごく普通である｡
したがって,このような変化によって強化された環境が,弱体化された
環境にたいし,ある程度の補償が物質的,精神的にされるのはごく当然
で,このような行為の形として,ひとつの儀礼が,個人的,社会的になさ
れるのである｡
さて,具体的に,コース族のうちにみられる｢男の人魚と結婚した人
間｣という説話をとりあげ,検討する｡
ある部族に,一人の娘が五人の兄弟と住んでいる｡数人の若者たちが娘
に次々と求婚するが,娘は誰とも結婚したがらぬ｡とある日,海の底の部
落からやってきたという若者が現われ,娘に求婚する｡娘は,遠く離れた
ところへ行くと兄弟に会えなくなるからいやだという｡しかし,男は娘の
希望をかなえ,結婚に同意させる｡娘は,兄弟たちを訪ねるためにもどっ
てこられることを期待し,結婚する｡
男はまず,娘に自分の帯にしっかりとつかまり,目を閉じるようにい
う｡娘は言われるままにする｡いつしか海中を下-下へと下りてゆく｡そ
して大洋の底で,娘は自分の夫がその部落の酋長の息子の一人であること
を知る｡そこで娘は数年間,幸福に過し,海の男との問に子供をきずか
る｡やがて子供は成長し,狩猟に出かけるようになる｡母親は少年に自分
たちの上の方の世界に,五人の叔父がいること,また,彼らは自分達のつ
くった矢よりもはるかに勝れた矢をたくさん持っていることを話す｡当然
のことながら,少年は父親に上のほうの世界へ行きたいという｡父親は息
子に代って母親のみを旅立たせることにしぶしぶ同意する｡母親は旅立ち
に際し,海かわうそ5枚の皮をつける｡これは上の方の世界の人たちの矢
を防ぐための防備のためであった｡予想したとおり,かの女が水面に姿を
現すと,かの女の兄弟たちは本物のかわうそと思い矢を射る｡しかし,不
思議なことに,矢は少しもかの女を傷つけることがない｡おかしいと思っ
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た長男が海かわうその後をつけてみると，実は，それが姿を消した妹であ
ることを知るo かの女は，海の底にある自分の家と夫のこと，また，息子
のことなどを話す。そして自分は今 5枚のかわうその皮を矢と交易する
ためたずさえてきたことをのべるO これを聞いた兄弟たちは，持てるだけ
の矢を妹に渡す。その際，かの女は翌日，船着き場の海辺に鯨がくること
を兄弟たちに知らせる。
次の日，かの女のいうとおり，鯨が海辺に打ちあげられているのを発見
するo 兄弟たちは鯨を部族の人々すべてと分けあう o 2 ， 3 ヶ月後，かの女
が再び夫や子供と一緒に岸辺の部落にやってくるO その折々に，岸辺に鯨
が打ちあげられる。
この説話の場合もいくつかの興味をひく意味ある行為がみられる。
まず，娘が婚約し，目を閉じ，海の中を下りていく行為とは何を意味す
るのであろうか。
それは娘の以前の環境からの分離儀礼にあたるものであり，その折，男
の帯にしっかりとつかまっているのは，新しい環境との合体を成立させる
ための行動と考えられるD
最初のこういった行為は，個人的な合体儀礼にあたるものと考えられ
る。そしてこのような個人的な合体儀礼につづいて，社会的な移行期間，
分離儀礼，合体儀礼，そして家族集団にたいする補償の行為がみられる口
では，この説話で社会的儀礼にあたるものは，いかなる形をもって具体
化されているのであろうか。
この説話では，女は息子に代わって上の方の世界(娘の兄弟部族のいる
共同体)へ出かける折，かれらの矢を通さぬ 5枚の海かわうその皮をもっ
て交易の材料としているo これは一体，何を意味するのであろうか。説話
では，かの女の兄弟への贈り物として，矢との交換材料とされているが，
それだけの意味ではなさそうだ。何故ならば，この皮は，交換しようとす
る矢を通さぬ故，価値基準の面からみると，かわうその皮のほうがず、っと
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すぐれた品物といえる｡つまり,母親となったかの女は(交換)を通じ,
自分の兄弟の属する共同体にたいし,厳密な意味での結合の儀礼をおこな
い,集団的な意味あいをもった合体儀礼をおこなおうとしていると考えら
れる｡こういったカテゴT)一に入るものとしては,相手の共同体への物品
の贈与,先方集団との共食などの行為がみられる｡また,かの女は兄弟た
ち(つまり,兄弟の属する限られた共同体)に鯨が海辺に打ちあげられる
ことを予言しているが,この予言は注目に値する｡すなわち,一人の女性
の生産力を失った兄弟の住む共同体にたいし,その見返りになるものとし
て,食糧などの分配(蘇)をもって償還するという,いわば,損失にたい
する補償をなしている｡
このような償還儀礼は,通常,分離儀礼をはたすと考えられる｡なぜな
らば,完全なる分離の行為をおこなうための補償として,償還がなされる
からである｡
このように通過儀礼は｢生｣たる段階から他の段階へ,また,他の段階
から｢生｣ある段階へ,そして,ある社会的状況から他の社会的状況-,
そしてその道へと移行する際,その移行を容易にし,条件づけるものであ
る｡
そしてその行為は,儀礼行為自身のためではなく,一般の共同体全体,
特殊共同体,あるいは個人の利益をはかるためになされるものと考えられ
る｡
筆者は,ある特定の目的をはたすためになされる儀礼として,分離･移
行･合体,という基本的連鎖パターンを,出産･思春期･結婚･妊娠･死
にいたる万物の成長と衰退の過程のうちに考察した｡
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註
1)儀式といっても,諸々の形態のものがみられる｡そこで本稿では,出産･思春
期･結婚･妊娠･妃,などにみられる儀式に絞り,そこにみられる基底的な連鎖
パタンである分離･移行･統合に注目し,そこにみられる意識的,無意識的作用
を通し(通過儀礼)のパタンをとらえ論ずる｡
2) S.トンプソン　鈴木博之･石橋按代訳『民間説話-論理と展開-』下(社会思
想社1977) 84貢｡
3)北米インディアンの民話を観察すると,ひとつの法則がみられる｡それは説話
の構成がつねに均衡を保持するように志向されている｡これは恐らく,民話とい
うものの成立過程と関係があるのかもしれぬ｡つまり,ある民話はどのようにし
てその｢豊儀さ｣を喪失したか｡また,いかにして｢欠乏｣が解消されたかを物
語っている｡それは殆どの説話において,満足させる結末をもっているというこ
とである｡つまり,主人公は数々の試練をくぐり抜け,その使命を果たし,勝利
を得る｡なかにはこの原則の例外もみられるが,その場合はその改変についての
説明がつくのが一般である｡
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